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関
車
が
今
も
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ま
ち

機
関
車
が
今
も
息
づ
く
ま
ち



◀高崎車両センター高崎支所の
　機関庫と転車台　機関庫と転車台

　 時代と共に蒸気機関車の姿が日常から消えて久しいが、
高崎駅では週末や行楽日ごとに、機関車が運行されてい
る。上越線・高崎駅―水上駅間、信越本線・高崎駅―横川
駅間の2つの路線を「D51 498」と「C61 20」の 2台の SL駅間の 2つの路線を「D51 498」と「C61 20」の 2台の SL
が走っている。
　出発を知らせる汽笛が高らかに鳴ると、車体から水蒸
気と煙が勢いよく立ち上り、鐵

くろがね

の車体がゆっくりと動き出
す。懐かしい哀愁をたたえながらも、力強く未来を切り拓
く生き物のようで、その雄姿に目が釘づけになる。

機関車が今も息づくまち

旧型客車を牽引▶

高崎管内で機関車が現役で働いていた時代の転車台と機関車



シ
リ
ー
ズ
の
井
上
和
男
監
督
が
人
情
ド

ラ
マ
に
仕
上
げ
た
。

　

こ
の
原
作
は
、
元
高
崎
機
関
区
の
機

関
士
で
俳
誌
「
あ
さ
を
」
を
主
宰
し
た

清
水
寥り
ょ
う
じ
ん
人
の
『
機
関
士
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
退
職
』
で
、
第
50
回
芥
川
賞
候
補
と

な
っ
た
。
田
辺
聖
子
に
1
票
差
で
敗
れ
て

芥
川
賞
は
逃
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
、

映
画
と
立
て
続
け
に
作
品
化
さ
れ
た
。

　

映
画
で
は
機
関
士
と
し
て
37
年
間
の

勤
め
を
終
え
た
源
吉
が
、
機
関
車
を
格

納
庫
に
入
れ
、
長
い
汽
笛
を
鳴
ら
す
。

そ
の
音
は
、
源
吉
と
の
別
れ
を
惜
し
む
機

関
車
の
嗚
咽
の
よ
う
に
響
き
、
演
じ
る

森
繁
の
ほ
お
に
涙
が
光
っ
た
。

　

時
代
は
移
り
職
種
名
も
変
わ
っ
た
が
、

息
の
合
っ
た
運
転
士
同
士
の
物
語
は
今
も

高
崎
で
紡
が
れ
て
い
る
。

が
必
要
と
な
る
。

　

一
方
、
運
転
士
は
ス
ピ
ー
ド
を
調
整

す
る
た
め
に
ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
、
送
る

蒸
気
の
量
を
加
減
す
る
。
駅
に
着
く
前

に
は
正
し
い
位
置
や
時
間
に
止
め
る
よ

う
、
ア
ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
を
操
作
す
る

と
い
う
熟
練
技
が
求
め
ら
れ
る
。

　

運
転
士
同
士
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

欠
か
せ
な
い
。

　

機
関
車
が
ま
だ
現
役
で
走
っ
て
い
た

頃
、
高
崎
機
関
区
に
は
、
山
寺
源
吉
と

い
う
頑
固
一
徹
で
気
難
し
い
熟
練
機
関
士

と
、
優
柔
不
断
な
丸
山
咲
平
と
い
う
機

関
助
士
が
い
た
。
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら

も
互
い
に
心
を
開
い
て
い
く
。
昭
和
40
年

に
公
開
さ
れ
た
映
画
『
喜
劇
各
駅
停
車
』

の
中
の
話
だ
。
源
吉
を
森
繁
久
彌
、
咲

平
を
三
木
の
り
平
が
演
じ
、
喜
劇
駅
前

　

高
崎
駅
の
機
関
車
専
用
ホ
ー
ム
は
2

番
線
。
乗
車
気
分
を
盛
り
上
げ
る
よ
う

に
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
ホ
ー
ム
の
壁
面

は
Ｓ
Ｌ
の
写
真
で
彩
ら
れ
て
い
る
。
折
角

の
機
会
な
の
で
30
分
程
余
裕
を
も
っ
て

ホ
ー
ム
に
入
れ
ば
、
Ｓ
Ｌ
の
入
線
や
連
結

ホ
ー
ム
に
入
れ
ば
、
Ｓ
Ｌ
の
入
線
や
連
結

作
業
を
見
学
で
き
る
。

　

ま
ず
、
客
車
が
後
ろ
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
に
押
さ
れ
て
入
線
す
る
と
、
少
し

遅
れ
て
機
関
車
が
進
行
方
向
か
ら
後
ろ

向
き
で
ホ
ー
ム
に
登
場
し
、
客
車
と
連

結
す
る
。

　

Ｓ
Ｌ
が
牽
引
す
る
客
車
に
は
、「
旧
型

客
車
」
と
「
12
系
客
車
」
が
あ
る
。「
旧

型
客
車
」
は
１
９
５
５
年
〜
１
９
６
５
年

以
前
に
製
造
さ
れ
た
客
車
の
総
称
で
、

木
製
の
内
装
を
残
し
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
な
雰
囲
気
が
魅
力
だ
。
暖
房
は
Ｓ
Ｌ

の
熱
源
を
使
っ
た
蒸
気
暖
房
を
用
い
る

が
、
冷
房
は
な
い
。
一
方
、
ブ
ル
ー
の

車
体
が
印
象
的
な
「
12
系
客
車
」
は
、

１
９
７
０
年
開
催
の
大
阪
万
博
等
を
契

機
に
増
加
し
た
旅
客
に
対
応
す
る
た
め

に
造
ら
れ
た
。
初
め
て
冷
暖
房
装
置
や

自
動
ド
ア
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の

後
の
国
鉄
客
車
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
出
発
の
時
刻
。
約
8
ｔ
の
重

量
感
の
あ
る
黒
い
躯
体
か
ら
、
吹
き
出

す
蒸
気
と
汽
笛
の
音
圧
が
一
段
と
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
す
る
。
そ
の
振
動
が
地
響
き
の
よ

う
に
周
囲
の
人
の
体
を
震
わ
せ
、
白
い
蒸

気
が
視
界
を
さ
え
ぎ
る
。
そ
の
迫
力
た

る
や
圧
巻
で
、
軽
・
薄
・
短
・
小
が
進
む

ス
マ
ー
ト
な
現
代
の
も
の
づ
く
り
に
あ
っ

て
、
人
間
の
手
が
作
り
得
た
動
力
の
最

高
傑
作
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
ま
さ
し

く
高
崎
で
機
関
車
は
生
き
て
い
る
。

機
関
車
を
動
か
す

熟
練
技
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

出
発
し
た
後
も
ボ
イ
ラ
ー
の
圧
力
を

保
つ
た
め
に
投
炭
を
続
け
る
の
は
運
転

士
焚
火
担
当
の
仕
事
で
、
石
炭
の
量
や

タ
イ
ミ
ン
グ
、
火
室
の
中
の
投
げ
入
れ

る
場
所
な
ど
を
瞬
時
に
判
断
す
る
技
術

火
と
水
で
走
る
漆
黒
の
生
き
物

D51形は、やや大きめの動輪 4つでパワーを発揮する「力持ち」の貨物用機関車形は、やや大きめの動輪 4つでパワーを発揮する「力持ち」の貨物用機関車
として、1936（昭和 11）～ 1950（昭和 25）年にかけて 1115 両が製造された。として、1936（昭和 11）～ 1950（昭和 25）年にかけて 1115 両が製造された。
C61 形は、大きな動輪 3つを組み合わせ、「快適な乗り心地で、スピードが出る」 形は、大きな動輪 3つを組み合わせ、「快適な乗り心地で、スピードが出る」
旅客列車用の機関車として、1948（昭和 23）～ 1949（昭和 24）年に 33両が製旅客列車用の機関車として、1948（昭和 23）～ 1949（昭和 24）年に 33両が製
造された。乗り心地の違いを比べてみると面白いかも。

今年 6月まで開かれるプレDC（群馬プレデスティネーショ
ンキャンペーン）。そのオープニングセレモニーとして行わ
れた「SLぐんま みなかみ」の出発式



の
改
札
を
出
る
と
駅
長
さ
ん
と
水
上
温
泉

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
い
で
ち
ゃ
ん
」
が

出
迎
え
て
く
れ
る
。
駅
周
辺
で
食
事
や
お

茶
を
す
る
も
よ
し
。
利
根
川
周
辺
を
散
策

し
た
り
、
温
泉
で
い
や
さ
れ
た
り
す
る
も

よ
し
。
ま
た
、
み
な
か
み
観
光
周
遊
バ
ス

「
わ
く
わ
く
号
」
を
利
用
し
て
見
ど
こ
ろ

ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
の
も
お
す
す
め
だ
。

　

水
上
駅
に
向
か
う
上
越
線
Ｓ
Ｌ
の
旅

は
、
片
道
2
時
間
ほ
ど
。
時
速
60
㎞
程
度

の
ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
、
気
分
も

の
ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
、
気
分
も

ゆ
っ
た
り
。
窓
を
開
け
れ
ば
さ
わ
や
か
な

ゆ
っ
た
り
。
窓
を
開
け
れ
ば
さ
わ
や
か
な

風
を
肌
に
感
じ
、
沿
線
で
手
を
振
る
人
々

風
を
肌
に
感
じ
、
沿
線
で
手
を
振
る
人
々

の
温
か
さ
に
触
れ
る
。
途
中
の
渋
川
駅
で

の
温
か
さ
に
触
れ
る
。
途
中
の
渋
川
駅
で

25
分
ほ
ど
停
車
し
た
と
き
が
、
絶
好
の
Ｓ

Ｌ
観
察
タ
イ
ム
。
終
点
・
水
上
駅
に
は
転

車
台
が
あ
り
、
客
車
を
切
り
離
し
た
Ｓ
Ｌ

の
方
向
転
換
と
車
両
整
備
の
様
子
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

帰
り
の
時
間
ま
で
は
3
時
間
ほ
ど
。
駅

転車台

利
根
川
上
流
の
渓
谷
美
、
温
泉
郷
を
満
喫

◀◀◀◀◀

◀ ◀◀ JR 安中駅JR 横川駅 JR 磯部駅

さあ高崎 駅発 ＳＬ の旅 に出かけよう

さあ高崎駅 発Ｓ Ｌの 旅に出かけよう

JR 渋川駅 JR新前橋駅

JR 高崎駅
出発

JR 高崎駅
出発

JR 沼田駅JR 後閑駅JR 水上駅

2

1

信越本線 SLで横川駅へ

上越線 SLで水上駅へ

 「D51 498」のプレートが掲げられた特別なブラックの扉。室内は
D51 形蒸気機関車 498 号機の原寸大の壁紙が 3方を囲み、機関車
の存在が迫って来る。「荷物室」と表示されたクローゼットの中
は、整備センターで収納されている工具類の壁紙が貼られ、バス
ルームは SLのフォトギャラリーになっているなど、随所にD51 
498 を感じさせる工夫が散りばめられている。そして検修シーンや
出庫、出発シーンなど貴重なオリジナル映像を高音質、大画面で
楽しめる他、運転台内部や車体下など 360 度体感できるコンテン
ツもある。また、この部屋の窓からは SLの出発ホームを見下ろせ、
9時 56分発の水上行きD51に乗車する場合、約 30分前に窓から
SLの入場を確認してチェックアウトする宿泊客も多いという。

■ホテルメトロポリタン高崎
    高崎市八島町 222     TEL. 027-325-3311

道の駅水紀行館

駅
長
さ
ん
と
お
い
で
ち
ゃ
ん

と
記
念
撮
影

ホテルメトロポリタン高崎の
 『D51 498』ルーム

諏訪狭

郷愁を誘う SL の旅には、懐かしい味を今
に伝える駅弁が欠かせない。
昭和 30年（1958）に荻野屋が「あたたか
くて家庭的な楽しいお弁当を」と益子焼
の土釜を容器にした『峠の釜めし』を発
売。昭和 35年（1960）には高崎弁当が、
高崎名物のだるまの容器に少林山達磨寺
の精進料理をイメージした具材を盛り込
んだ『だるま弁当』を発売。以来、高崎
駅の看板駅弁としてどちらも人気。
近年では、蒸気機関車の運行日にD51形
498 号機をモチーフにした『上州D51弁
当』が限定販売されている。

峠の釜めし

だるま弁当だるま弁当

上州D51弁当

SLの旅のお供は駅弁



　

信
越
本
線
の
Ｓ
Ｌ
の
旅
は
終
点
・
横

　

信
越
本
線
の
Ｓ
Ｌ
の
旅
は
終
点
・
横

川
駅
ま
で
は
約
1
時
間
。
高
崎
駅
を
過

時
間
。
高
崎
駅
を
過

ぎ
る
と
右
手
に
い
く
つ
も
の
峰
が
連
な
る

ぎ
る
と
右
手
に
い
く
つ
も
の
峰
が
連
な
る

榛
名
山
、
松
井
田
駅
を
過
ぎ
た
頃
に
妙

榛
名
山
、
松
井
田
駅
を
過
ぎ
た
頃
に
妙

義
山
の
雄
姿
が
現
れ
る
な
ど
、
車
窓
か

義
山
の
雄
姿
が
現
れ
る
な
ど
、
車
窓
か

ら
の
風
景
も
楽
し
み
の
一
つ
。
信
越
本
線

ら
の
風
景
も
楽
し
み
の
一
つ
。
信
越
本
線

の
横
川
駅
〜
軽
井
沢
駅
間
は
、
初
の
ア

の
横
川
駅
〜
軽
井
沢
駅
間
は
、
初
の
ア

プ
ト
式
鉄
道
の
導
入
や
日
本
初
の
幹
線

プ
ト
式
鉄
道
の
導
入
や
日
本
初
の
幹
線

展
示
さ
れ
る
な
ど
、
鉄
道
の
歴
史
に
楽

し
み
な
が
ら
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
廃
線
敷
を
利
用
し
た
遊
歩
道
「
ア

プ
ト
の
道
」
は
、
旧
変
電
所
、
ト
ン
ネ

ル
、
め
が
ね
橋
な
ど
の
鉄
道
遺
産
を
巡

る
こ
と
が
で
き
興
味
深
い
。
そ
し
て
、

こ
の
道
に
並
行
し
て
、「
ぶ
ん
か
む
ら
駅
」

か
ら
「
と
う
げ
の
ゆ
駅
」
ま
で
片
道
20

分
程
の
距
離
を
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が
走
っ
て

い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
乗
っ
て
み
た
い
。

電
化
な
ど
日
本
の
鉄
道
史
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
と
こ
ろ
で
、
周
辺
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
見
所
が
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

１
９
９
７
年
に
横
川
と
軽
井
沢
間
が

廃
線
に
な
り
誕
生
し
た
「
碓
氷
鉄
道

文
化
む
ら
」
は
、
当
時
の
線
路
や
建
物

を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
リ
ア
ル
感
が
格

別
。
懐
か
し
い
車
両
や
珍
し
い
車
両
が

この辺りは古代からの交通の要衝で、
中山道の「碓氷関所跡」や「坂本宿」
など江戸時代の宿場情緒が味わえる。

鉄道文化むら

◀◀◀◀◀

◀ ◀◀ JR 安中駅JR 横川駅 JR 磯部駅

さあ高崎駅発ＳＬの旅に出かけよう

さあ高崎駅発ＳＬの旅に出かけよう

JR 渋川駅 JR新前橋駅

JR 高崎駅
出発

JR 高崎駅
出発

JR 沼田駅JR 後閑駅JR 水上駅

2

1

信越本線 SLで横川駅へ

上越線 SLで水上駅へ

鉄
道
の
歴
史
を
見
て
触
れ
て
体
感
す
る
旅
へ

好きな人にはたまらないこだわりがいっぱい

 D51 498  ROOM

トロッコ列車

旧
丸
山
変
電
所

碓
氷
関
所
跡



The event of spring of Takasaki

榛名の自然の恵みがドライフルーツに

The event of spring of Takasaki

E
V
E
N
T

EVENTJIMAN

高崎じまん

　

ま
ち
な
か
の
飲
食
店
の
祭
り
と
し
て
、

す
っ
か
り
定
着
し
た
高
崎
バ
ル
。
今
回
の

参
加
店
舗
は
92
店
舗
。
前
回
よ
り
さ
ら
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、
飲
食
の
楽
し
さ
を

提
供
す
る
。
高
崎
バ
ル
の
の
ぼ
り
旗
を
掲

げ
た
飲
食
店
な
ら
、
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
で
ワ

ン
ド
リ
ン
ク
＋
ワ
ン
タ
パ
ス
（
小
皿
料
理
）

の
お
手
軽
感
、
お
得
感
を
味
わ
え
る
。
バ

ル
の
１
週
間
は
、
５
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ

ト
と
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
目
的
の

飲
食
店
を
探
し
て
〝
ち
ょ
い
飲
み
、
ち
ょ

い
食
べ
〞
を
し
な
が
ら
街
歩
き
を
楽
し
む

人
で
賑
わ
う
。

　

近
年
は
市
外
や
県
外
か
ら
の
ビ
ジ
タ
ー

も
増
え
、
高
崎
バ
ル
の
機
会
に
、
駅
周
辺

の
商
業
施
設
の
充
実
等
で
よ
り
都
会
的
に

な
っ
た
高
崎
の
街
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
散

策
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

新
し
い
店
、
新
し
い
味
、
新
し
い
出
会
い
。

気
に
な
っ
て
い
た
お
店
を
こ
の
機
会
に
利

用
し
て
み
て
は
。

　

こ
ん
な
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
。
田
植

え
前
の
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
の
中
で
、
ど

ろ
ん
こ
ざ
ん
ま
い
。

　

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
親
子
の
絆
を

強
め
る
こ
と
を
目
的
に
２
０
０
３
年
か
ら

開
催
さ
れ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
で

16
回
目
を
迎
え
る
。『
ど
ろ
ん
こ
運
動
会

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）』
が
行
わ
れ
、「
手
つ

な
ぎ
親
子
リ
レ
ー
」「
ウ
ナ
ギ
つ
か
み
取

り
」「
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
別
し
ろ
か
き

走
」「
ど
ろ
ん
こ
踊
り
」
な
ど
の
競
技
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い

や
綿
菓
子
を
提
供
す
る
「
ど
ろ
ん
こ
こ
ど

も
ラ
ン
ド
」、
舞
踊
・
演
奏
等
が
行
わ
れ

る
「
ど
ろ
ん
こ
劇
場
」、
飲
食
を
提
供
す

る
「
ど
ろ
ん
こ
市
＆
食
堂
」
が
開
か
れ
る
。

　

前
日
の
６
月
１
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

開
催
の
『
ど
ろ
ん
こ
国
際
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
』
に
は
、
中
学
生
以
上
・
１
チ
ー
ム

５
人
以
上
で
結
成
さ
れ
た
48
チ
ー
ム
が

参
加
（
参
加
申
し
込
み
は
５
月
９
日
ま

で
）。
こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
に
。

　高崎市八島町 46-1
　電話：027-381-6967
　営業時間：8:00 ～ 21: 00
　休業日：なし

（高崎オーパ 1F）

TAKASAKI ARENA
●チアリーディングアジア大会　5/11（土）・12（日）〈観覧有料〉
●全日本新体操ユースチャンピオンシップ / 男子新体操団体選手権　5/24（金）～26（日）〈観覧有料〉
●全日本実業柔道団体対抗大会　6/8（土）・9（日）〈観覧無料〉
●全日本体操種目別選手権　6/21（金）～ 23（日）〈観覧有料〉
●アジアダンススポーツゲームズ　7/6（土）・7（日）〈観覧無料〉
●一輪車全国大会　7/14（日）〈観覧無料〉

●お問い合わせ：高崎アリーナ    TEL.027-329-5447 　

吉井どろんこ祭り 2019

高崎アリーナ　
5月～7月の主なイベント
高崎アリーナ　
5月～7月の主なイベント

　

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、

豊
富
な
湧
き
水
、
長
い
日
照

時
間
、
水
は
け
の
よ
い
土
壌

に
恵
ま
れ
て
い
る
榛
名
町
。

　

そ
の
榛
名
の
大
地
で
大
切

に
育
て
ら
れ
た
果
実
の
美
味

し
さ
を
、
ひ
と
口
サ
イ
ズ
に

閉
じ
込
め
た
人
気
の
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
。
ひ
と
噛
み
す
れ

ば
、
甘
み
と
旨
味
が
口
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
く
る
。

　

今
回
は
榛
名
倶
楽
部
の
商

品
、
二
つ
を
ご
紹
介
。

●「和梨」のドライフルーツ
榛名地区限定の「はるな」という品種を使った商品。
ザクザクとした食感で、噛めば噛むほど甘みが増
すのが特徴的。生ハムやベーコン、ナッツと共に、
ワインで楽しむのもオススメだ。無添加、無着色
であり、子供のおやつとしても、安心できる商品。
（榛名倶楽部）1袋 580 円

●「柿」のドライフルーツ
榛名産の柿の甘みを濃縮し、ソフトド
ライに仕上げた人気商品。干し柿とは
また一味違った、しっとりとした食感
と上品な味わい。
甘さが控えめで、日本酒や焼酎など、
つまみとしてもオススメだ。ちょっと
した外出や旅のお供に最適！
（榛名倶楽部）一袋 580 円

抱腹絶倒シーンがいっぱい

EVEN
T

食べて、飲んで、散策して、
まちなかを丸ごと楽しむ

高崎バル 2019 初夏

6月3日（月）～ 9日（日） 5月18日（土）・19日（日）

●チケット販売所：アートマルシェ（市役所 21F）
　ホテルメトロポリタン高崎、高崎商工会議所ほか

●前売り券：3,000 円（当日券：3,500 円）

●中心市街地（まちなか）

●お問い合わせ：高崎市吉井支所地域振興課    TEL.027-387-3111

昨年の企画「どろんこウエディング」

●参加料：無料　
●簡易シャワー＆簡易更衣室＆
    仮設トイレ完備

6月2日（日）

●吉井町多比良（県道 41 号神田吉井線沿い）
●10 : 00 ～ 13: 00（雨天中止）

●お問い合わせ：高崎バル事務局（高崎商工会議所内）TEL.027-361-5171

「どろんこ運動会」の競技に
参加希望の方は、市のホーム
ページより 5 月 30 日までに
申し込みが必要です。なお写
真撮影OKの人に限ります。

オリンピック

5 月 18 日（土）
●タイムトライアルレース：10 時～12 時（榛名湖畔）
5月 19 日（日）
●ヒルクライムレース：7時～13 時10 分（高崎市榛名支所前～）

第7回 榛名山ヒルクライム in 高崎 ボランティアのおもてなしも熱い
人気のヒルクライム

●お問い合わせ：榛名山ヒルクライム in 高崎実行委員会（榛名支所地域振興課）    TEL.027-374-6715　　　　

※参加者募集は締め切っています。
　最新情報は公式ホームページを
　ご覧ください。
　http://www.haruna-hc.jp/

　

新
緑
が
輝
き
爽
快
な
風
が
肌
に
気
持

ち
の
い
い
榛
名
地
域
で
、
今
年
も
熾
烈

な
自
転
車
レ
ー
ス
〝
ハ
ル
ヒ
ル
〞
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。
５
月
18
日
は
、
榛
名

湖
畔
６
・
８
㎞
を
疾
走
す
る
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
る
。
15
秒

お
き
１
人
ず
つ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

そ
し
て
、
翌
19
日
は
、
榛
名
支
所
前
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
榛
名
湖
方
面
へ
向
か

う
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
が
実
施
さ

れ
、
初
心
者
コ
ー
ス
（
６
・
７
㎞
）、

榛
名
神
社
コ
ー
ス
（
11
・
６
㎞
）、
榛

名
湖
コ
ー
ス
（
16
・
１
㎞
）
と
、
脚
力

に
応
じ
た
３
コ
ー
ス
が
あ
る
。
特
に
榛

名
湖
コ
ー
ス
は
最
大
勾
配
14
％
と
い
う

過
酷
な
坂
へ
の
挑
戦
が
ヤ
マ
場
。

　

大
会
の
ゲ
ス
ト
は
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
界

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
藤
田
晃
三
選
手
と
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
界
の
〝
山
の
神
〞
森
本
誠
選

手
。「
ハ
ル
ヒ
ル
は
本
格
的
な
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
と
変
化
に
富
ん
だ
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
の
両
方
を
楽
し
め
る
魅
力
的
な

大
会
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
１
０
０
０
人
以

上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
参
加
者
か
ら
「
地
域
の
も
て
な
し

や
応
援
が
有
り
難
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
こ
え
、
榛
名
地
域
の
自
然
や

人
情
味
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

※

当
日
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　

観
戦
は
交
通
規
制
前
に
コ
ー
ス
沿
線
の

ポ
イ
ン
ト
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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ト
し
て
榛
名
湖
方
面
へ
向
か

う
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
が
実
施
さ

れ
、
初
心
者
コ
ー
ス
（
６
・
７
㎞
）、

榛
名
神
社
コ
ー
ス
（
11
・
６
㎞
）、
榛

名
湖
コ
ー
ス
（
16
・
１
㎞
）
と
、
脚
力

に
応
じ
た
３
コ
ー
ス
が
あ
る
。
特
に
榛

名
湖
コ
ー
ス
は
最
大
勾
配
14
％
と
い
う

過
酷
な
坂
へ
の
挑
戦
が
ヤ
マ
場
。

　

大
会
の
ゲ
ス
ト
は
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
界

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
藤
田
晃
三
選
手
と
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
界
の
〝
山
の
神
〞
森
本
誠
選

手
。「
ハ
ル
ヒ
ル
は
本
格
的
な
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
と
変
化
に
富
ん
だ
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
の
両
方
を
楽
し
め
る
魅
力
的
な

大
会
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
１
０
０
０
人
以

上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い

る
。
参
加
者
か
ら
「
地
域
の
も
て
な
し

や
応
援
が
有
り
難
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
こ
え
、
榛
名
地
域
の
自
然
や

人
情
味
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

※

当
日
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　

観
戦
は
交
通
規
制
前
に
コ
ー
ス
沿
線
の

ポ
イ
ン
ト
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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ロ
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を
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（
第
１
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６
号
）
平
成
31
年
４
月
１
日
発
行

機
関
車
が
今
も
息
づ
く
ま
ち

機
関
車
が
今
も
息
づ
く
ま
ち

●
食
卓
を
囲
む
笑
顔
が
恋
し
く
な
る

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
日
本
の
外
交
関

係
樹
立
50
周
年
を
記
念
し
て
制
作
さ

れ
た
映
画
『
家
族
の
レ
シ
ピ
』。
シ
ン

映
画
界
の
第
一
人
者
で
世
界
的
に
も

評
価
の
高
い
エ
リ
ッ
ク
・
ク―

監
督
に

よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
、
よ
そ
行
き
の
顔

で
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
。

●
土
産
の
包
み
の
中
は
？

　

斎
藤
工
が
演
じ
る
真
人
が
、
松
田

聖
子
演
じ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の

フ
ー
ド
ブ
ロ
ガ
ー
に
、「
高
崎
土
産
」

と
包
み
を
渡
す
シ
ー
ン
で
は
、
絵
本

『
モ
チ
モ
チ
の
木
』
で
知
ら
れ
る
滝
平

二
郎
の
切
り
絵
が
印
刷
さ
れ
た
包
装

紙
が
一
瞬
映
し
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が
何

か
わ
か
る
人
が
い
た
ら
、
な
か
な
か
の

高
崎
通
だ
。

　

そ
の
中
身
と
は
、
中
央
銀
座
通
り

と
白
衣
観
音
の
参
道
に
店
舗
を
構
え

る
老
舗
の
和
菓
子
屋
「
観
音
屋
」
の

『
観
音
も
な
か
』。
観
音
様
の
形
を
模

し
た
可
愛
ら
し
い
最
中
で
、
し
っ
と
り

し
た
皮
の
中
に
小
豆
餡
・
ゴ
マ
餡
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。

　
「
映
画
を
観
て
懐
か
し
く
な
っ
た
」

と
来
店
し
た
人
か
ら
、
映
画
の
〝
出

演
〞
を
知
ら
さ
れ
た
と
い
う
ご
店
主

は
、「
映
画
の
製
作
ス
タ
ッ
フ
に
気
に

入
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
承
知
し
て
い

た
の
で
す
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
形
で
映

画
に
登
場
す
る
と
は
」
と
嬉
し
そ
う

だ
。

　

先
代
が
売
れ
な
い
時
代
の
滝
平
二
郎

を
援
助
し
た
こ
と
か
ら
、
作
品
を
使
用

す
る
権
利
を
特
別
に
得
た
と
い
う
。

ガ
ポ
ー
ル
人
の
母
と
日
本
人
の
父
を

持
つ
真
人
が
、
父
の
死
を
き
っ
か
け

に
、
断
ち
切
ら
れ
た
家
族
の
き
ず
な

を
再
生
す
べ
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡

り
、
両
国
の
ソ
ー
ル
フ
ー
ド
と
も
い
え

る
バ
ク
テ
ー
と
ラ
ー
メ
ン

を
融
合
さ
せ
た
「
ラ
ー
メ

ン
・
テ
ー
」
を
完
成
さ
せ

て
い
く
。
子
ど
も
の
頃
に

舌
と
心
に
刻
ま
れ
た
食
べ

物
の
記
憶
か
ら
、
自
身
の

ル
ー
ツ
を
た
ど
る
物
語
と

な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
高
崎
が
舞

台
と
な
っ
た
。
冒
頭
か
ら

田
園
地
帯
を
走
る
上
信
電

鉄
、
複
数
の
峰
が
屏
風
を

広
げ
た
よ
う
に
連
な
る
榛

名
山
を
バ
ッ
ク
に
烏
川
と

碓
氷
川
が
出
合
う
市
庁
舎

か
ら
望
む
風
景
。
小
さ
な

飲
食
店
が
軒
を
並
べ
る
通

町
の
路
地
な
ど
の
馴
染
の

風
景
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

●
滝
の
慈
眼
寺
の
枝
垂
れ
桜

　

バ
ク
テ
ー
、
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
、
チ
リ

ク
ラ
ブ
と
湯
気
の
立
つ
食
に
圧
倒
さ

れ
、
食
欲
が
膨
ら
む
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
シ
ー
ン
に
対
し
、
高
崎
の
シ
ー
ン
で

は
桜
の
映
像
が
印
象
的
だ
。
日
本
人

と
の
結
婚
を
非
難
さ
れ
傷
心
を
抱
え

て
高
崎
に
や
っ
て
き
た
ジ
ネ
ッ
ト
・
ア

ウ
演
じ
る
メ
イ
リ
ア
ン
が
、「
苦
し
み

が
多
い
者
に
と
っ
て
自
然
の
美
し
さ
は

天
然
の
良
薬
」
と
散
策
す
る
シ
ー
ン

で
は
、『
滝
の
慈
眼
寺
』
の
枝
垂
れ
桜

が
際
立
っ
て
美
し
い
。
余
命
い
く
ば
く

も
な
い
彼
女
が
放
つ
最
後
の
輝
き
と

相
ま
っ
て
幻
想
的
だ
。

●
ラ
ー
メ
ン
・
テ
ー
を
実
食

　
『
家
族
の
レ
シ
ピ
』
の
高
崎
で
の
上

映
を
機
に
、
高
崎
オ
ー
パ
7
階
の
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｅ
高
崎
じ
ま
ん
で
は
、
究
極
の
レ

シ
ピ
「
ラ
ー
メ
ン
・
テ
ー
」
を
再
現
し

期
間
限
定
で
提
供
し
た
。
薬
膳
の
香

り
豊
か
な
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
に
、
高
崎

産
や
県
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
細

麵
、
味
卵
、
豚
ス
ペ
ア
リ
ブ
、
ネ
ギ
な

ど
。
優
し
い
味
わ
い
な
が
ら
、
ブ
ラ
ッ

ク
ペ
ッ
パ
ー
が
効
い
た
元
気
フ
ー
ド
に

仕
上
が
っ
た
。
映
画
鑑
賞
の
〆
に
実
食

す
る
こ
と
で
、
４
Ｄ
映
画
な
み
の
リ
ア

ル
感
も
味
わ
え
た
一
作
と
な
っ
た
。

高
崎
市
下
滝
町
に
あ
る
慈
眼
寺
の
し
だ
れ
桜
と
女
優
ジ
ネ
ッ
ト
・
ア
ウ

※
「
ラ
ー
メ
ン
・
テ
ー
」
は
好
評
に
つ
き
、
現
在
も

　
　CAFE

高
崎
じ
ま
ん
で
提
供
中


